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 身の回りの情報をコンピュータ上で可視化する「情報可視化」とい
う研究に最も力を注いでいます。2009年度は金融関係のITソフト
ウェア企業からの委託研究で、クレジットカードの不正利用履歴の
可視化に取り組みました。また製薬企業からの委託研究で、蛋白質
の表面形状と薬物反応可能性の関係に関する研究に取り組みまし
た。また化粧品企業との共同研究で、肌の微細特徴のコンピュータ
画面上での再現に関する研究に取り組みました。  また、音楽や画
像に関する各種の研究を進めています。具体的には、大量画像の一
覧表示、音楽情報の可視化などに関する研究を進めています。
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教育内容 / Educational Pursuits

 講義ではマルチメディア、画像処理、コンピュータグラフィック
スなどの科目を担当しています。単に講義をするだけでなく、コン
ピュータ上でのプログラミングの自由課題を与えることを主な方針
としています。具体的には、ホームページ制作、デジカメ撮影画像
の加工、3次元コンピュータグラフィックス制作、などの自由作品
を提出させることで、単に「与えられた問題を解く」だけでなく、
自由な発想で技術を使いこなせる学生の育成を目指しています。 
研究室では合計17人の学生を指導しました。特に学会発表指導に
力を注いでおり、2009年度は研究室全体で学会投稿を57件行い、
また学生が筆頭の発表で学外表彰を5件いただきました。

 

研究計画

 コンピュータに蓄積された各種の情報を画面に一覧非表示する「情報可視化」という研究分野にて、既に多くの共同研
究を実現しています。具体的には、原子力研究所、製薬会社、金融系IT企業、ネットワークセキュリティ関係団体、など
が所有する大規模なデータを表示する目的での共同研究を実現しています。 今後も引き続き、さまざまな業界に蓄積さ
れる大量の情報を理解するための手段として、「情報可視化」の研究に取り組み、多くの共同研究を実現したいと願って
います。

メッセージ

 皆さんの生活をよりよくするために、情報を目に見える形で伝える「可視化」という技術を研究しています。 また、皆
さんの日常生活に欠かせない画像や音楽を、もっと使いやすく、もっと面白く、またもっと世の中の役に立つように、と
いった観点から新しい技術を研究しています。 受験生の皆様と一緒に勉強ができる日を楽しみにしています。
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